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結果：有効回答数は 312人（有効回答率 97.5％）であった。年齢の中央値は 45歳（23
－78歳）で、全体の 70％が不安・抑うつ状態であることが分かった。乳がんの家族
歴、居住地域、これまでの検診回数、これまでの要精査回数、精査受診までの日数
が有意に不安・抑うつの程度と有意に関連していた。また自己非難、行動諦め、否
認、気晴らし、情緒的サポート利用、感情表出などのストレスコーピングスタイル
と不安・抑うつの関連を有意に認めた。 
 
結語：乳がん検診で要精査となった 70％が不安・抑うつ状態であった。乳がん検診
の不利益と１つとして心理的負担があることを認識する必要がある。 
